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全国地質調査業協会連合会 ジオ・ラボ ネットワーク事務局：協同組合土質屋北陸 
・北海道土質試験協同組合  ・協同組合土質屋北陸        ・関東土質試験協同組合   
・中部土質試験協同組合   ・協同組合関西地盤環境研究センター ・協同組合岡山県土質試験センター 
・協同組合島根県土質技術研究センター・協同組合広島県土質試験センター ・宮崎県地質調査業協同組合 

    なお、記事に関するお問い合わせは各組合へお願いいたします。 
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【試験設備・その他更新】 
北海道土質試験協同組合                              http://www.src.or.jp/ 
〇今年度の試験設備更新を完了しました 
 当組合では、試験精度の更なる向上を目指して計画的に試験設備の更新を行っており、今年度の設

備更新も完了いたしました。これからも皆様のご利用をお待ちしております。  （文責 平伸明） 
<主な更新試験設備> 
①走査型電子顕微鏡（SEM）・エネルギー分散型X線装置（EDS） 
ステージ5軸モーターステージ仕様、チャンバースコープ、ステー

ジナビゲーションシステム、オフラインデータ解析ソフトにより、

岩石・火山灰の化学組成分析、鉱物種同定、金属元素濃度マッピン

グ、コンクリート劣化診断、アスベスト分析に利用できます。 
②3連マルチ電動式一軸圧縮試験装置 
3連独立制御方式、載荷容量20ｋN、載荷速度0.2～2.0mm/min,、
最大供試体径100mm 
③熱風循環型大型乾燥機 
外寸法W2140×D1150×H1380mm、

プログラム設定PID制御式温度調節、

温度使用範囲～150℃（±0.5℃）、

200kg耐荷重用5段棚板型 
 
関東土質試験協同組合                       mail to：uketuke@kstc.or.jp 
＜ホームページの更新＞ 

 10月には、6月から進めていたホームページのリニューアルが完成し、公開をしました。 

 組合員の方々に現在の試験所

が持つ資機材と試験内容を詳細

に伝えるとともに、発注者様への

説明資料として物理・力学・岩

石・材料に分けての資料をPDF形

式で出力可能といたしました。 

所内ではホームページ運営 WG

を立ち上げて、常に最新の組合情

報を組合員および外部の方々に

提供するとともに、組合員の方々

からのご意見等も反映できるホ

ームページにしてまいります。 

 リニューアルホームページのトップ画面イメージ 

                                            （文責 池田） 
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【組合 活動報告】 
組合組合土質屋北陸                               mail to：info@doshitsuya.or.jp  
 

 

   
（文責：森川和重） 

 

 

協同組合広島県土質試験センター                   mail to：office@hiroshima-soil.jp 
技術フォーラムに参加しました 
 ９月１２（木）～１３日（金）に岡山コンベンションセンターにて行われた「全地連技術フォーラ

ム２０１９」に参加しました。私はこのようなフォーラムに行った事がなくまた、土質試験のみなら

ず現場調査や解析技術など普段聞くことの無い話題に触れることができ、大変有意義な機会だったと

思います。参加者の方の発表や資料を拝見すると、内容が分かりやすくまとめられており今後発表を

行う際には参考にしようと思いました。                  （文責：中原一貴） 

 

 

 

 

＜技術フォーラム＞で江守達弥副センター長が初めて発

表しました。「E-1 地域地盤特性」カテゴリーで「加賀平

野北部の沖積粘性土の圧密特性」という題材です。 
協同組合土質屋北陸としては初めての発表者です。今後も

このような場で発表できるように人財育成を続けます。 

石川県農業土木技術連盟主催の技術者向け

セミナーを土質屋北陸で『土を学ぶ ～た

め池の震災対策等に必要な調査･試験･設計

について～』という題材で開催しました。 
当組合も土質試験実習で講師を務めました 
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関東土質試験協同組合                       mail to：uketuke@kstc.or.jp  
＜技術フォーラムで小野主任が発表＞ 

 9月12～13日に岡山市で開催された「全地連技術フォーラム2019」において、当組合の小野主任が「透水

試験における変水位法と定水位法との使い分けに関する検討」という題材で発表しました。初めての発表

ということで緊張気味でしたが、他の組合の方々にアドバイスを頂いたおかげで無事に発表を終えること

が出来ました。未熟な点が多々ありましたので勉強を重ね、色々な機会で発表できるように研鑚して参り

ますと今後の抱負も語っています。 

 

小野主任発表の様子                前日の技術交流懇親会 

 （文責 平伸明） 
中部土質試験協同組合                            mail to：info@geolabo-chubu.com 
●中部ミニフォーラムに参加してきました． 
中部地質調査業協会では，地盤工学会中部支部の後援を受

けて，2004年度以降，中部ミニフォーラムを開催しています．

このフォーラムは，会員技術者の技術力・発表力向上を目途

として，継続実施されているものです．特に「国土交通省の

技術者評価で，表彰よりも発表を重点評価の傾向に変化しつ

つあり，ここで発表した内容をブラッシュアップして，全地

連フォーラム，学会発表に積極的に挑戦」するとのコンセプ

トで，若手技術者に広く門戸を開いて開催されています． 
 併せて，「技術の伝承」も兼ねており，当日は熟練技術者の

特別セッションも開催されました． 
■ ㈱ダイヤコンサルタント 米田茂夫氏：土木地質屋よもやま話 
■ ㈱中野地質        渋木雅良氏：ミニフォーラムの思い出と私の現場体験あれこれから 

 ジオ・ラボ中部からは，入社5ヶ月の伊吹 卓紘 職員が口頭発表を行いました．その内容は，当日

の懇親会の席上で公表されました「優秀技術発表賞」の栄誉に輝くことができました．実は，これで，

4年連続受賞という栄誉に浴しており，次回にはさらにプレッシャーがかかることとなりました．継

続して，頑張りましょう． 
なお，これに先立つ，第54回地盤工学研究発表会（さいたま）では，清水 亮太職員が，優秀論文

発表者賞に浴しています．  
 これらは，近日中に，再リニューアルされますジオ・ラボ中部のHPでも公開する予定です． 

●優秀技術発表賞：  中部土質試験協同組合   伊吹 卓紘 氏 
   ㈱テイコク  伊藤 匠司 氏    （文責：坪田邦治） 
 
 

口頭発表する伊吹卓紘職員 
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組合組合関西地盤環境研究センター                       mail to：info@ks-dositu.or.jp   
2019年度地盤工学会関西支部 実技セミナ－開催報告 

 （公社）地盤工学会関西支部の第61回実技セミナーが当センターで開催されましたので、ご報告し

ます。この実技セミナーは、2018.6.18 の大阪北部地震の発生により延期されたものを今年改めて開

催したものです。「実技セミナー」の名の通り、参加者全員(20名)が土質試験を体験して頂きました。

スタッフ一同、参加者の充実感を感じた1日となりました。 
実技セミナー内容 
①講義 地盤調査・土質試験の概要 
②土質試験の実習 （一軸・液性・塑性限界試験） 
③試験設備見学 （液状化・材料試験） 
④試験結果の利用法 演習    
⑤講義 土質試験結果の活用例 ：中央復建コンサルタンツ㈱ 八谷 誠 

 
 
 

：関西地盤環境研究センター 担当 

開会挨拶をされる豊田支部長 

実技セミナーの様子 


